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３Ｈ(発見・発信・発揮)を繰り返し、考え

を深め、実践していこうとする児童の育成
－ －「 ロジー韮っ子実践隊」を通してECO

特別研修員 岡田 鈴子（太田市立韮川小学校）

《研究の概要》

本研究は、学校 の活動を基に、課題追究をしながら環境についての考えを深め、生ISO
活に生かし実践していこうとする児童の育成を目指す研究である。環境についての地域調査

から課題を見付け、相互交流で自分の考えを発信していく過程で、次なる課題を発見しさら

に追究させることで、課題を常に意識し深めていく。そして、実践することの大切さに気付

き、自分の課題として生活の中でも継続していけるようにする。

【キーワード：教育課程 総合的な学習－小 環境学習 相互交流 】ISO

Ⅰ 主題設定の理由

本校は学校 を取得して３年目になる。学校 とは、日常生活で環境に悪いISO14001 ISO14001
影響をなくすこと（消費量の削減・クリーン購入推進）と、学習や体験で学んだことを実践し

ていく教育における環境活動のことである。学校全体で取り組んできた活動のため、児童は自

40 38然・生活環境に対する関心はある程度もっている。本学年（小学校５年 男子 名 女子

名 計 名）の児童は、１～３年生で地域の自然、４年生では社会科との合科学習で「ごみ78
ゼロ大作戦 「水の探検隊」等、施設見学・水の調査の体験を中心に取り組んできた。アンケ」

ート調査では、総合的な学習を ％が見たことや体験したこと、パソコンを利用できたこと70
などの理由で「好き」と答え、学習過程の中でも「追究する」過程がとても楽しいと感じてい

る。しかし、総合的な学習をして良かったことの理由が ％が表面的な楽しさや知識の習得60
のみの満足であり、学習の深まりや広がりを見ることができない。課題が机上の学習だけに終

わり、自分の課題として認識していないことで、生活との結び付きまで気づくことができてい

ないと考えられる。本校は、学校全体で に取り組んできたが、興味はもっていてもISO14001
児童自身の課題としての取り組みは、十分と言えない部分もある。

そこで、今まで取り組んできた 活動を基に、自分たちを取り巻く環境について自主的ISO
に考え活動する単元「 ロジー韮っ子実践隊」に取り組むこととした。この学習では、まECO
ず日々学校で実践している省エネについて再度問い返し、環境について関心をもつ。そして自

分たちの住んでいる地域の実態調査を基に、各教科との関連を図りながら様々な角度から環境

。 、 （ ）、について自分の課題を見付けていく さらに相互交流する中で 新たな課題を見つけ 発見

分かったことや疑問を互いに伝え合い（発信 、自分のできることややらなければならないこ）

とについて考え次の活動に生かす（発揮）という３Ｈ（発見・発信・発揮）を各学習過程に繰

り返し組むことで、課題に対する考えを深めながら取り組むことができると考える。また、ゲ

ストティーチャーの話や付箋紙による教師のサポートと共に、活動掲示板を活用した相互交流

を計画的に入れ、学び合う機会を多くもつことで、常に課題に対し自ら働きかけ実践していく

ことの意味や大切さに気づき、自ら生活の中で実践していこうとする態度を育成することがで

きると考え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

児童の相互交流を通し、自己の課題を追究し解決していく学習過程の中で３Ｈ(発見・発信

・発揮)を繰り返し行うことで、自分の課題に対する考えを深め、環境について理解し、学習

したことを生活に生かそうとする態度が育成されることを、実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ ふれる・つかむ過程において、地域環境実態調査を行う中で、３Ｈ(発見・発信・発揮)の

学び合い活動を繰り返し行うことで、環境に対して新たに関心をもち、追究していきたい環

境問題を自分の課題として見いだすことができるであろう。

２ 調べる・追究する過程において、活動掲示板に経過報告を掲示し３Ｈ(発見・発信・発揮)

の学び合い活動を繰り返し行うことで、意欲的に課題追究に向けて学習を進め、自らの課題

に対する考えを深めていくことができるであろう。

３ まとめ・広げる過程において、環境問題について３Ｈ(発見・発信・発揮)の学び合い活動

で深め追究してきたことや実践したことを、他学年や地域・家庭に発信することで、追究し

てきたことの成果や意義に気づき、自分の課題として日常生活の中で継続的・意欲的に生か

そうとする態度を育てることができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

( ) ３Ｈ（発見・発信・発揮）について1
「発見」とは、自分を取り巻く身のまわりのことの中や友達との意見交流から、課題や問題

を見付ける活動である。この活動により、興味・関心をもって物事を見る力や相手の話の意図

を的確に聞き必要な情報を集める力を身に付けることができると考える。

・ゲストテーチャー、教科学習、体験活動の中で気づいたことを記録する。【 】手立て

・友達からの意見・質問・感想をもらえる相互交流の機会を多くもつ。

・見通しをもって作った計画に教師からのアドバイスを書き入れる。

「発信」とは、児童が自分の考えや調べて分かったこと、疑問を友達や教師、地域の人たち

等に伝える活動である。この活動により、自分の考えを目的や意図に応じ相手に分かりやすく

伝える力を身に付けることができると考える。

・様々な情報が得られるように、活動状況を常に掲示する。【 】手立て

・相手に伝わるように、問題・追究方法・内容・結果・考え等の手順を示す。

「発揮」とは、友達との意見交流や教師のアドバイス、ゲストティーチャー、教科学習等を

自分の考えや取り組みの中に生かしていく活動である。この活動により、情報を分析し考察す

る力や自分の考えや行動を選択、決定、修正していく力を身につけることができると考える。

・相互交流の場で、自分の課題に必要な事柄を計画に付け加えるようにする。【 】手立て

・自己評価カードを振り返りながら、次の活動を見直し見通しを立てさせる。

これらの「発見 「発信 「発揮」活動の手立てを、各学習の過程の中に繰り返し取り入れ」 」

ていくことで、粘り強く自分の課題を吟味しながら深め、よりよいものへと高め、学習に意欲

的に取り組んでいくことができると考える。
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( ) 考えを深めるについて2
「考えを深める」とは、児童が「ふれる・つかむ 「調べる・追究する 「まとめる・広げ」 」

る」学習過程の中で、３Ｈ（発見・発信・発揮）を繰り返すことで、課題解決に向けて活動し

ながら、常に自分の考えを見つめ直していく姿ととらえる。児童は初め意欲的に取り組んでい

、 、 。るが 時間が経つにつれ内容や方法に行き詰まったり 飽きてしまったりすることが見られる

、 。そこで 児童が全体を見通し自分で立案した計画表を掲示することで常に課題を意識させる

そして教師の支援や児童相互の意見交流による多様な見方・考え方に触れる機会を多くもつこ

とで、友達の考えと比較しながら新しい方向付けを見出すなどの修正・付け加えを行い、自ら

の課題を再確認しながら考えを深め追究することができると考える。

( )「 ロジー韮っ子実践隊」について3 ECO
「 ロジー韮っ子実践隊」とは、環境保護、自然保護について理解し、自分たちにできECO
ることを実践していこうとする活動である 「なぜ省エネをするのか 「身のまわりの環境は。 。」

どうなっているのだろうか 」など２年間取り組んだ学校 を見つめ直し、身近な課題とし。 ISO
てとらえ学習活動に取り組んでいく。まず「ふれる・つかむ」過程でウェビングやビデオを通

して環境に関心をもち、学校・地域の実態調査を行い、その結果を受けて環境問題の原因を追

及し解決していきたい課題を見付ける 「調べる・追究する」過程では、友達との意見交流や。

ゲストティーチャー等のアドバイスを受けながら理解し課題を深め追究していくことで、実際

に行動に移すことの大切さに気づく。その気づきを基に「まとめる・広げる」過程で自分たち

のできることを考え工夫し実践してみる。そして、追究・実践結果を、他学年や地域・家庭に

伝え広めていく活動を行う。こうすることで、友達と協力することや友達・自分の良さに気づ

くことができ、外部に発信することを通し自分だけでなく周りの人々との関わりを見付けるこ

とができる。また、学習したことの中から、家庭で家族と一緒に環境について考え生活の中に

生かし実践していこうとする態度を育てていくことができると考える。

( ) 全体構想図4

手地 域 家 庭 に 発 信 ・ 日 常 実 践

調 べ た こ と や 実 践 し た こ と を 発 表 立ま 広 追 究 の 意 義 を 知 り 発 揮

他 学 年 、 地 域 、 家 庭 に 向 け ） てと げ 継 続 的 に 生 活 に 発 信

ロ ジ ー 新 聞 発 行 ３め る 生 か し て い る 児 童 発 見 E C O

３ 意 見 交 流 の 場 の 設 定 に よ る 学 び 合 い

付 箋 紙 に よ る 相 互 評 価Ｈ

ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー

( 動 く 環 境 教 室 ・ 環 境 交 流 会 ) 手調 追 意 欲 的 に 課 題 追 究 し 発 揮

活 動 掲 示 板 の 活 用 立べ 究 考 え を 深 め る 児 童 発 信

国 語 「 地 球 環 境 に つ い て 」 てる す 発 見

社 会 生 活 と 食 料 生 産 ・ 工 業 生 産 ２る 「 」

「 国 土 と 環 境 」３

道 徳 「 緑 よ よ み が え れ 」Ｈ

手発 揮 地 域 実 態 調 査

を 振 り 返 り 話 し 合 う 立ふ つ 発 信 I S O

環 境 ビ デ オ 鑑 賞 てれ か 自 分 の 課 題 と し て 発 見

道 徳 「 一 ふ み 十 年 」 １る む 見 い だ せ る 児 童

社 会 「 米 作 り 」

実 態 願 い
・ 調 べ 学 習 は 進 ん で 取 り 組 む 。 ・ 児 童 相 互 が 学 び 合 え る 。

・ 学 び が 生 活 に 生 か さ れ な い 。 ・ 理 解 、 実 践 す る 意 味 に 気 づ く 。

・ 体 験 、 知 識 習 得 の み で 終 わ る 。 ・ 考 え を 深 め る こ と が で き る 。

・ 環 境 に つ い て 、 理 解 不 足 ・ 課 題 を 意 識 し て 積 極 的 に 取 り 組 む 。

学 校 Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １
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２ 実践の概要及び結果と考察

( ) 環境に関心をもち、自分の課題を見付けることができたか （見通し１）1 。

ア 実践の概要

２年間取り組んできた をアンケートや環境ビデオ、ウェビングで振り返り 「環ISO14001 、

境」について考え話し合ったことを基に、身近な地域の実態調査を行い、追究していきたい自

分の課題を明確にしていった。

イ 結果と考察

アンケートでは、２年間関わってきたこともあり「なぜ をやるのか」という問いにISO ISO
対して 「地球を守る・資源を大切にする」等の答が多く挙げられ環境について振り返ること、

ができた。ウェビングでは、縦のつながりだけで横との関係については広げられなかったが、

。 、グループの相互交流では環境についてのイメージをふくらませ興味をもつことができた まず

自分たちの住んでいる地域では、どんな状態なのかを知るために、机上ではなく自分たちの足

を使って地域の環境について実態調査をした。計画表に教師が助言や質問を記入した付箋を張

り拡大掲示したことで、児童は他グループの計画を参考に自分の計画を見直し（発見 、具体）

的に修正しながら進めることができ（発揮 、休日にも地域に出て調査を進んでする姿が見ら）

れた。また、実態調査の報告会では相互交流を

基に、追究していきたい新しい課題を見付ける

ことができた。 子は、環境についてのウェビA
ング（図１）にあるように、前学年で学習した

「水」について漠然と取り組み始めたが、友達

との意見交流を重ね計画表を作成していく中で、

追究内容が具体的になり活動範囲も学校内から

地域へと広がった。グループ活動では、自分の

意見を進んで言うことはあまりなかったが、報

告会では「今日は大きな声を出して発表できた。

図1 環境についてのウェビング(Ａ子①)次は、もっと詳しく調べてみたい 」という感想。

からも、課題に対する関心と意欲が見られた。

また、自己評価カードから 「できた」と答えた児童が「新しい課題や問題をみつけた （発、 」

44 70 56見）項目では ％から ％へ 「友達や先生の意見を課題に生かせた （発揮）項目でも、 」

％から ％に増えている結果が得られた。60
このように、３Ｈの学び合い活動を繰り返し取り入れたことで、自分では思いつくことがで

きない新しい課題や問題に気づくと共に、身近な地域調査結果を発表し合ったことで、環境に

対し関心をもち自分の課題を設定することができたと考える。

、 。（ ）( ) 意欲的に課題追究に向けて学習を進め 考えを深めていくことができたか 見通し２2
ア 実践の概要

「ふれる・つかむ」過程での地域実態調査を基に得られた課題について、夏休みを通して各

自収集した資料を意見交流した。地域から地球規模へと広げ、実態や原因を探り、環境問題に

ついて追究していった。追究では、各グループの追究状況を「活動掲示板」に貼ることで他の

グループの様子を知り、掲示された疑問や質問に対してアドバイスをし合ったり、ゲストティ

ーチャーの話を参考にしたり、互いに課題を意識したりしながら追究を深めていった。

イ 結果と考察

地域実態調査を基に決めた課題について、夏休み中に資料収集できた児童は少ないが、登校

日での報告会（発信）では課題を意識させることができた。課題を追究していく上で、全体の

見通しをもたせることは、児童が調べて分かったことを、各自の実践に結び付け取り組んでい
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く上で必要である。そこで、全体の見通しの段階から、グループによる「計画表」にも教師か

らの質問やアドバイスを書き込み掲示したことで、児童は自分の追究に目をとめ（発見 、振）

り返ることができた。また書き込まれたことを見直し、質問に対し自分なりの考えを付け加え

たり、新たに修正をしたりして（発揮）互いに意識しながら声をかけ進めることができた。ま

た、ゲストティーチャーによる学習会では、様々

な実験を基に環境問題について改めて考え、気付

くことができた。児童の感想の中にも「環境なん

て、と思っていましたが、話を聞いたりビデオを

見たりして、大変だ、これからは小さな事でも今

すぐにやらなくては間に合わないと感じ勉強にな

りました 「今日知ったことを実行していきたい 」。」 。

など課題意識し始め追究していくことの大切さを

身近に感じている様子が見られた。３週間にわた

る追究活動では、常に意識できるように「活動掲

図２ 環境についてのウェビング(Ａ子②)示板」を廊下に設置し活動の状況を他の児童に発

信していくようにした。児童は休み時間に立ち止

まり、他のグループの内容を読んで参考にしたり、他のグループへのアドバイスを付箋紙に書

き貼ったりするなどの光景が見られた。Ａ子のグループも

追究している内容や自分が教えてほしいことについてのア

ドバイスの情報を掲示していた。他の活動状況を見るたび

に 「 分休みに集まって調べよう」と声をかけ合って進、 20
め「もっと新しいことを見付けていきたい 「文字が多い」

と見づらいから、私たちは絵や図にして分かりやすくしよ

う」などと活動掲示板を使って、他と比較しながら工夫し

たまとめ方を行うなど、学習を重ねるごとに意欲的に取り

組み環境への考えを広めることができた。(図２・図３参

照）自己評価カードによる結果でも「できた」と答えた

児童が、ｇ項目では ％から ％に、ｈ項目では ％か37 56 40
ら ％に、ｉ項目では、 ％から ％へと増加した。68 67 73

、このように３Ｈの学び合いを繰り返し取り入れたことで

。 、他からの刺激が追究を継続することにつながった そして

他の友達との交流や教師、ゲストティーチャーの助言を基

に、意欲をもって取り組み、考えを深めていくことができ図３ 自己評価の推移(Ａ子)

たと考えられる。

( ) 追究の意義に気づき、生活の中で継続的に実践していこうとしているか （見通し３）3 。

ア 実践の概要

課題追究してきたことについての発表会の中で、現在の環境問題を理解した上で 「自分た、

ちにできることは何か 」について話し合い、決めたことをまず自分たちで実践した。そして。

課題追究してきた内容や実践結果を他学年や保護者、地域に発信し、学校や家庭の中で自分に

できることを確認し実践を継続していった。

イ 結果と考察

各課題追究のグループごとに、自分たちができる実践について考え「学校で行うこと 「家」

庭で行うこと」に分けて話し合った。次に児童は、自分たちの学習してきたことや実践したこ

とを他の学年や保護者・地域に伝え広める方法を考えた。１学期から追究してきた結果や環境
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を守るためにやってほしいことを、下の学年にも分かりやすく映像や劇にして伝えることを

考え、取り組んでいった。

学校で行った実践内容「はかせ君の環境問題」(映

像)では、環境問題全体の物語 ①地域のゴミ拾い班：地域のゴミを拾い分別

を 「すみかをもとめて （劇） ②リサイクル品作り班：牛乳パックやペットボトルで作品、 」

では生態系について台本づくり、 ③植物を育てる班：苗を育て地域に配る

配役と積極的に取り組んだ。 ④廃油で石けん作り班：廃油で石けんを作り地域に配る

発表に向けて映像班、劇班で見 ⑤雨水の利用班：雨水をため活用する。

せ合い、互いの良さや問題点に ⑥生ゴミで肥料作り班：給食室の生ゴミで肥料にし配る

ついて意見交流したことで、よ

りよいものへと工夫を重ねていくことができた。また、振り返りの結果から保護者や他学年に

発信したことで、児童は自分たちの実践の取り組みに満足し、自分たちの生活へもっと広めて

いきたいと考えていることが分かった。(図４参照)

抽出児童のＡ子も劇では酸性雨の役を、紙上発表では

雨水の利用についてぺープサートを用い、分かりやすく

説明しようと頑張っている姿が見られた 「いろいろな。

人たちが真剣に見てくれて良かった 「これからは節水。」

をしたい。そしてもっと地域の人に知ってもらえるよう

にする 」など、自分のできる実践に取り組もうとする。

態度が見られた。

このように、３Ｈの学び合いにより、他へ発信してい

くことで追究したことの意義を感じることができた。そ

して、一人一人の子どもがこれから自分にできる実践に図４ 取組を振り返って

。取り組んでいこうとする態度が現れてきていると考える

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

学校 を取り組んでいる児童にとって、身近な地域の実態から環境問題について考えてISO
いく活動は、自分たちの生活を見つめ直し身近な問題を自分の課題としてとらえ追究する上で

有効であった。各学習過程の中に掲示板を活用した相互交流において、３Ｈ（発見・発信・発

揮）を繰り返し取り入れたことで、他の課題に対しても常に意識し、友達や教師のアドバイス

を基に自分の課題を深め実践に結び付けることができた。そして、環境問題に対して切実に考

、 、え学校・家庭生活の中で継続して取り組んでいくことの大切さに気づき 他へ発信したことで

実践していこうとする態度が見られるようになった。

２ 今後の課題

子どもが環境問題について関心をもち、毎日の生活の中で今後継続して実践していけるよう

に 「 ロジー新聞」の発行や「環境日記」へ環境行動を記入するなどをより働きかけてい、 ECO
きたい。
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